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定例会情報
定例会の概要

● 税金に関すること
●		議案第76号　飛騨市税条例の一部を改正する条例について
　	地方税法及び地方税法等の一部を改正する法律の一部を改正する法律により、地方税法が改正された
ことに伴う改正

Q 	施行日はいつなのか
A 		住民税については令和８年度賦課額から、加熱式たばこのたばこ税については令和８年４月１日で
ある

● 会計に関すること
●		議案第80号　飛騨市指定金融機関の指定の変更について
　指定金融機関の輪番制による変更で、株式会社十六銀行から高山信用金庫に変更
　【期間】令和７年10月1日から令和９年９月30日までの２年間
Q 	指定金融機関の変更に伴う費用は発生するのか
A 		変更に伴う費用は発生しない

● 行政区に関すること
●	議案第78号　飛騨市行政区等設置条例の一部を改正する条例について
　神岡町東雲（あずも）区からの申し出を受けて今回新たに「東雲区」として当該条例に位置付けるもの
Q 	この地域の要望なのか
A 		役員の負担が大きく、防災上の観点から４月７日に行政区に加入したいとの申し出があった

● 消防団に関すること
●	議案第82号　飛騨市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について
　非常勤消防団員等に係る損害賠償の基準を定める政令の改正に伴う改正

● 畜産に関すること
●	議案第83号　飛騨市家畜診療所設置条例の一部を改正する条例について
　	獣医師不足のため平成24年度より休止していた受精卵採卵業務を再開するため、受精卵の採卵に関す
る規定を追加し、料金を民間事業者と同水準に変更するもの

Q 	受精卵採卵料の変更理由は
A 		技術料と薬品代含めて、民間事業者と同等水準に合わせるためである

● 分担金に関すること
●	議案第77号　飛騨市ライフライン保全対策事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について
　	「岐阜県ライフライン保全対策事業」が県の財源確保のため「清流の国ぎふ森林・環境基金事業補助金」
に統合されたことに伴う改正

Q 	事業の統合に伴い事業量が増えるのか
A 		予算が2,600万円から3,600万円に拡充するので、ある程度増えると予測する

● 過疎地域持続的発展計画に関すること
●	議案第79号　飛騨市過疎地域持続的発展計画の変更について
　廃棄物運搬車両購入事業及び神岡小学校プール整備事業の追加による計画の変更
Q 	変更のタイミングの時期は。また過疎債の修正は行うのか
A 		議決後、計画変更を諮り起債の借り入れまでに行う

● 駐車場設置に関すること
●	議案第84号　飛騨市駐車場条例の一部を改正する条例について
　飛騨古川駅東駐車場の設置に伴う改正

本定例会は、令和７年度補正予算のほか、飛騨市農業委員会委員の選任などを審査するため６月10
日から６月26日までの17日間の会期で開催しました。なお、上程された、条例改正や補正予算などの
報告４件、承認１件、議案35件、意見１件については、すべて原案のとおり承認、可決としました。
本会議、委員会審査での質疑応答の主なものは次のとおりです。

令和７年　第３回定例会（６月10日～６月26日）
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Q 		新駐車場の名称について以前議会で質問があったが、それから議論したか
A 		商工観光部内で検討したが、市内外の人にとって一番わかりやすい名称と結論した

● 損害賠償に関すること
●	議案第85号　損害賠償の額の決定について
　	蟻川重機格納庫（神岡）雪下ろし作業時、格納庫横に駐車していた軽自動車を損傷させたため損害賠償
額決定について議決を求めるもの

Q 		損害賠償額が高額になった理由は
A 		車両の損傷部分が広範囲に及び、また代車費用が嵩んだため

● 人事案件に関すること
●	議案第56号　飛騨市固定資産評価員の選任同意
　宮垣津　治美（古川町）　人事異動による改選【同意】
●	議案第57～75号　飛騨市農業委員会委員の任命同意
　下方　好博（神岡町）　仲嶋　一博（神岡町）　中筬　誠一（神岡町）　田口　吉彦（古川町）
　溝上　敏次（古川町）　阪上　敏彦（古川町）　前田　憲司（古川町）　山口　茂明（河合町）
　下方　良治（河合町）　蒲生　洋子（古川町）　洞　　眞澄（神岡町）　柚原　昌昭（古川町）
　小邑　智幸（宮川町）　森下　真次（宮川町）　森下　和正（神岡町）　洞口　英夫（神岡町）
　大家　耕司（神岡町）　上平　義幸（古川町）　関口　好美（古川町）
　【任命期間】令和７年７月１日から令和10年６月30日までの３年間【同意】
Q 		再任か新任の割合は
A 		再任は12名である

● 議決が必要な財産の取得に関すること
　予定価格2,000万円以上の財産取得について議決を求めるもの
●	議案第88号　財産の取得について（除雪ドーザ）
　取得価格2,024万円　取得先　株式会社利興
●	議案第89号　財産の取得について（消防ポンプ自動車）
　取得価格5,687万円　取得先　丸新消防株式会社
Q 		落札率が高い理由は
A 		特殊車両のため定価が元々高い
●	議案第90号　財産の取得について（スクールバス）
　取得価格2,920万５千円　取得先　有限会社中畑自動車

● 財産の無償譲渡に関すること
●	議案第81号　財産の無償譲渡について（古川町谷消防器具庫５分団１部）
　消防団の組織統廃合により不要となった消防器具庫を地域に無償譲渡するために議決を求めるもの

令和7年度補正予算
●	議案第86号　令和７年度飛騨市一般会計補正予算（補正第１号）

◆  討　論  ◆
議案第84号　飛騨市駐車場条例の一部を改正する条例について（賛成者多数で可決されました）

令和７年３月定例会において、「議案第35号」によって飛騨
市若宮駐車場を廃止し、「議案第36号」で普通財産となった若
宮駐車場と民間により整備された駐車場を交換することを
議会で認めた。
「議案第84号」は、その交換が完了したことから、駐車場
の名称を「飛騨古川駅東駐車場」と定め、飛騨市駐車場条例
に位置付けるものであり、若宮駐車場の代替駐車場を定め
るため当然必要な手続きであり賛成する。

　本来、公共の施設等の名称は役所内の一部の人で決めず、市民
の意見を求めて決めるのが常道。従って議案第84号の新名称に
飛騨古川駅東開発(株)と同じ飛騨古川駅東を使うことは問題。
新駐車場は上気多に移り、駅を起点にしたら北寄りの北東
方向で気多と北のゴロ合わせで「KITA」を使用等工夫と市民の
意見やアイディアで決めるべき事案である。私が多くの市民に
「東」か「北」かを聞いたところ「北」が圧倒的。誰もが理解できる
「飛騨古川駅北駐車場」がベストで「駅東」の名称には反対する。

野村　勝憲 議 員反対討論 賛成討論 上ケ吹　豊孝 議 員

佐藤 中田 小笠原 水上 上ケ吹 森 井端 澤（議長） 住田 前川 野村 籠山 高原
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ × × ○

賛成：◯　反対：×
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　２億5,083万５千円を増額、補正後の予算額は、200億4,083万５千円
●	議案第87号　令和７年度飛騨市水道事業会計補正予算（補正第１号）
　資本的収入の３千円を減額、補正後の予算額は、２億2,806万４千円
総　務　部

Q 		自主防災組織化支援業務委託料はどのようなものか
A 		意見を取りまとめ集約し手法を学び、将来的に自主防災組織になるようにしていく
河合振興事務所

Q 		Yu・Me ハウスの解体工事はいつからか
A 		６月定例会後に入札、今年９月頃である
神岡振興事務所

Q 		ガッタンゴーの調査委託はトンネル内の点検か
A 		擁壁のひび割れなどの点検である
市民福祉部

Q 		生活保護費が増えているが現状は
A 		新規・脱却で横ばいの状況である
農　林　部

Q 		森林づくり構想策定支援業務委託料の専門家アドバイザーの詳細は
A 	東北大の先生を予定している
商工観光部

Q 	 飛騨市社宅整備促進事業のこれまでの利用は
A 		令和６年度に新設した事業であり実績はない。今年度は２件利用があった
基盤整備部

Q 		道路新設改良工事はどこの通学路か
A 		古川町の上気多・杉崎線の歩道設置と杉崎30号線の古川西小学校横道路の歩道設置である
教育委員会事務局

Q 		かわいスキー場の圧雪車は以前中古車で購入したものだが、更新にあたっては過疎計画に入ってい
ないのか

A 		今は計画に入っていない。新車購入だと過疎債の対象になる

● 報告に関すること
●	報告第１号　令和６年度飛騨市一般会計繰越明許費繰越計算書について
　令和６年度から令和７年度へ繰越を行った30事業の報告　翌年度繰越額は６億9,800万円
●	報告第２号　令和６年度飛騨市水道事業会計予算繰越計算書について
　令和６年度から令和７年度へ繰越を行った１事業の報告　翌年度繰越額は1,317万８千円
●	報告第３号　飛騨市土地開発公社の経営状況報告について
　令和６年度事業報告及び決算に関する報告と令和７年度事業計画及び予算に関する報告
Q 		土地開発公社の継続は市民のためになるのか
A 		必要な時に土地を購入するためであり無駄ではない
●	報告第４号　損害賠償の額の決定について
　【専決第４号】スクールバスによる車両損害事故における損害賠償の決定
Q 		補償内容の詳細は
A 		相手方の車両はエアコンラジエーターが破損した。また事故防止の徹底を喚起した

● 専決処分の承認に関すること
●	承認第３号　飛騨市税条例の一部を改正する条例
　【専決第３号】地方税法等の改正に伴う改正
Q 		軽自動車税への市民の影響を考えているのか
A 		メーカー側で新基準のバイクを開発中、現在のバイクの税金は現状維持


